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第71回こんぼ亭（Web開催）

日時▶2月27日（土）13：00～15：00
開催形式▶Zoomウェビナー
テーマ▶人と違っていても大丈夫─心が楽になる人間
関係とコミュニケーション
プログラム▶講演／トークライブ（座談会）　與那覇
潤、斎藤環、市来真彦
参加費▶（事前申込）一般2500円、コンボ賛助会員
1500円、グループ参加（3人まで）6000円
※当日参加はできない
申込方法▶下記Webサイトの申込フォームより
https://comhbotei71.peatix.com/
申込締切▶2月24日（水）
※詳細は下記Webサイトより
https://www.comhbo.net/?page_id=28009
問い合わせ先▶NPO法人コンボ「こんぼ亭」係
TEL：047-320-3870
FAX：047-320-3871
Email：comhbotei@gmail.com

第40回 
日本社会精神医学会（Web開催）

日時▶3月4日（木）～5日（金）（3月31日（水）まで視聴
可）
開催形式▶Web開催
テーマ▶精神医学をみなおす“拡がっていく社会精神
医学”
プログラム▶大会長講演　井上猛／理事長講演　水野
雅文／特別講演1「加藤正明先生と社会精神医学」飯森
眞喜雄、2「コロナ真っ只中：その時ニューヨークは」
永井遼太郎、3「偏見と命の選別：新型コロナウイル
スで親族を亡くした体験から」鳥居潤／招待講演　川
嵜弘詔、西園昌久／教育講演1「ICD-11の概要」丸田
敏雅、2「精神科デイケアのエッセンス」原敬造、3「自
殺は入院直後が危ない」松下満彦、4「新型コロナウイ
ルス感染症：予防と対策」渡邉秀裕、5「社会と精神医
学の弁証法：内因・LAI・マインドフルダイアローグ」
根本豊實、6「日本臨床死生学会より」大西秀樹、7「治
療共同体と社会精神医学から学んだもの」鈴木純一、
8「ハームリダクションとは何か？：わが国の課題と
可能性」松本俊彦、9「精神科臨床におけるマインドフ
ルネスの不可能性と可能性」橘川清人、10「日本スト
レス学会より：ウイズコロナ時代のストレス対処を考
える」大野裕、11「コミュニティケアとオープンダイ
アローグ」斎藤環、12「日本アルコール・アディクショ
ン学会より：国際診断基準（ICD、DSM）からみた依
存と嗜癖の歴史的変遷」宮田久嗣、和田清、廣中直行
／ 13「作業療法士より：作業を用いて療法となし、繋
ぐ・繋げる」徳永直也、14「薬剤師より：精神科領域に
おけるジェネリック医薬品の適正使用」吉尾隆、15「双
極性障害への対処と治療」加藤忠史、16「摂食障害を
持つ人々への就労援助」西園マーハ文、17「介護福祉

士より：依存症からの回復過程における語る場の持つ
意味」渡邊洋次郎、18「看護師より：拡がる社会精神
医学に対応する看護学教育」守村洋、19「認知症と自
動車運転」上村直人、20「うつ病予防の可能性、早期
介入」中村純、21「精神保健福祉士より：EAPでの精
神保健福祉士の取り組み」井上綾乃／ほか
登録方法▶下記Webサイトの参加登録フォームより
http://jssp40.umin.jp/
登録締切▶3月31日（水）正午
問い合わせ先▶インターグループ内　運営事務局
TEL：03-5549-6917　FAX：03-5549-3201
E-mail：jssp40@intergroup.co.jp

ネウボラでの子育て・家族支援─レッツトー 
ク・アバウト・チルドレンの実践（Web講演会）

日時▶3月20日（土）15：00～18：00
開催形式▶ZoomによるWeb開催
プログラム▶ビデオメッセージ　トゥッティ・ソラン
タウス／「日本でのLTについて」上野里絵、長田洋和
／招聘講演（日本語）「ネウボラでの子育て・家族支
援：レッツトーク・アバウト・チルドレンの実践」ミ
ンナ・エバスオヤ
※ LT（レッツトーク・アバウト・チルドレン）とは、フィ
ンランドの国家的プロジェクトの中で、児童精神科
医であるソランタウス氏が開発したエビデンスのあ
る子どもと家族への子育て支援法
参加対象▶子育て支援や精神保健に関わる専門家
参加費▶無料
定員▶100名（先着順）
申込方法▶LTWS2019@gmail.comに①名前、②所属、
③連絡先（E-mailアドレス）を記載して送信を。
※ 申し込み順にZoomミーティングの招待メールを送
ります。

日本集団精神療法学会 
第38回学術大会（Web開催）

日時▶3月20日（土）～21日（日）、プレコングレス　3
月19日（金）
開催形式▶Web開催
テーマ▶集団精神療法の知を問う
プログラム▶特別講演「グループアナリシスにおける
治療的因子」エリザベス・ロア／大会ワークショップ
「基礎講座」岡島美朗、桜庭拓郎、「グループスーパー
ビジョン」関百合、「体験グループ」嶋田博之、杉山恵
理子、「体験しながら学ぶSST入門」舳松克代、佐藤幸
江、片柳光昭、「子どものグループにおける言葉とア
クティビティ」渡部京太、中里容子、吉沢伸一、加本
有希、宮口英樹、糸賀孝／ほか
参加費▶（事前割引）会員8000円、非会員9000円、学
生5000円、（通常）会員9000円、非会員1万円、学生
6000円、2日目のみ参加6500円
事前割引申込締切▶2月28日（日）
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問い合わせ先▶一橋大学保健センター内　大会事務局
E-mail：38tokyo@jagp1983.com
URL：http://jagp1983.com/?page_id=3673
プレゴングレスについて▶ヒューマン・リサーチ内
日本集団精神療法学会教育研修委員会事務局
E-mail：kkik@jagp1983.com
TEL：03-3358-4001　FAX：03-3358-4002

第15回 
日本統合失調症学会（Web開催）

日時▶4月9日（金）～10日（土）
（4月30日までオンデマンド配信あり）
開催形式▶Web開催（ライブ配信）
テーマ▶研究の最前線から、人生を共に耕すまで
プログラム▶会長講演「統合失調症の脳形態画像研究」
鈴木道雄、特別講演1「統合失調症の診断、概念と臨
床的意義」佐藤光源、2「Improving long term outcomes 
of psychotic disorders through early intervention」Eric Yu 
Hai Chen／教育講演1「我々の研究は、当事者・家族
の想いにこたえているのか？」尾崎紀夫、2「日本にお
ける精神症に対するCBT（CBTp）の現在と未来」石垣
琢麿、3「樹状突起演算・神経回路のダイナミズムにお
ける樹状突起スパインの効果：統合失調症の病態生理
を考える上で、なぜスパインの密度やサイズが重要な
のか？」林朗子、4「高齢発症のpsychosis」池田学／シ
ンポジウム1「統合失調症のトラウマについて─人生
を理解し支援に活かすために」工藤紗弓・冨本和歩・
石津すぐる・川野雅資、2「統合失調症とはどういうこ
となのか」江口重幸・北中淳子・糸川昌成・古茶大樹、
3「統合失調症の生物学的研究：最新成果とリカバ
リーへの貢献」久島周・前田貴記・山田悠至・樋口悠子、
4「統合失調症の疾病・障害認識とリカバリー」賀古勇
輝・後藤雅博・佐藤さやか・向谷地生良／ほか
参加費▶［事前参加登録］（会員）医師・一般6000円、コ
メディカル3000円、（臨時会員）医師・一般8000円、コ
メディカル4000円、当事者・当事者家族1000円、学
生　無料（学生は参加希望を運営事務局まで申請くだ
さい）
参加登録▶下記Webサイトの参加登録フォームより
https://www.c-linkage.co.jp/jssr15/
参加登録締切▶4月30日（金）
問い合わせ先▶コンベンションリンケージ北陸内　運
営事務局
TEL：076-222-7571　FAX：076-222-7572
E-mail：jssr15@c-linkage.co.jp

第4回日本うつ病リワーク協会 
年次大会（Web開催）

日時▶4月17日（土）～18日（日）
会場▶Web開催
テーマ▶コロナ禍でのリワーク
参加費▶（3月15日まで）会員3000円、非会員3500円、

（3月16日以降）会員3500円、非会員4000円
登録方法▶https://utsu-rework4.secand.net/の登録
フォームより
登録締切▶3月31日（水）（振込は4月2日（金）まで）
問い合わせ先▶医療法人社団爽風会内　第4回日本う
つ病リワーク協会年次大会運営事務局
TEL：047-429-3111　FAX：047-429-2324
E-mail：rework@sofu.or.jp（学会全般、演題登録、プロ
グラム）sanka@sofu.or.jp（参加申込、支払い）

第31回日本アルコール看護研究会 
関西大会
日時▶5月28日（金）～29日（土）
会場▶フェニーチェ堺（堺市民芸術文化ホール）（堺市
堺区）
テーマ▶The narrative is best evidence　しゃべりも理
屈も大事やねん‼
プログラム▶記念講演　和気浩三／教育講演　秋ゆた
か／ポスターセッション／認定看護師企画
申込締切▶4月15日（木）
参加費▶事前登録現地参加3000円
募集人数▶236人
申込方法▶下記Webサイトの応募フォームより
http://alcoholkangokansai.kenkyuukai.jp/event/event_
detail.asp?id=41349
問い合わせ先▶新生会病院内　事務局（事務局長　濱
邊貴志）
〒594-1154　大阪府和泉市松尾寺町113
E-mail：shinseikai-kango2@mbr.nifty.com

日本看護倫理学会 
第14回年次大会（Web開催）

日時▶5月29日（土）～30日（日）
テーマ▶ケアの倫理を教える・学ぶ・実践する Teaching, 
Learning, and Practicing Care Ethics
プログラム▶大会長講演「ケアの倫理：対話のプラッ
トフォームから共鳴する看護実践の価値」八尋道子／
基調講演「尊厳を高める看護ケア：ケアの倫理のアプ
ローチ」クリス・ガストマン／教育講演1「認知症高齢
者の意思のとらえ方」堀内ふき、2「よりよく生きるた
めのACP」鶴若麻理、3「careとethicsの語源とその本
質」江藤裕之／シンポジウム「倫理的行動を促進する
看護倫理教育の実際と評価の視点」福宮智子／市民公
開講座「幸せな死とは何だろうか」宮下洋一
参加登録▶4月26日（月）までの予定
問い合わせ先▶プロコムインターナショナル内　運営
事務局
TEL：03-5520-8821
E-mail：jnea14th@procom-i.jp
URL：https://procomu.jp/jnea2021/index.html
大会事務局▶佐久大学看護学部（長野県）
TEL：0267-68-6680
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